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兵庫曙爾部地域灘動箪放射能探糞報警

杉霞蹴紀掘’小騰申丸馨　金谷弘腰

撫戯懸騰煮細鋤騨響麟愈蘇総鐙鑓一羅鱗麟綴翼鷺欝鳶騰難総麟

　懸鱗黛欝繊癒騨灘薫》鍵鳶騨黛慧y鐘欝摩騰舞磯嚢騰

　　　　　　蕪y

Tの勲鵜擁簸騨y義騨，翫k轟㈱照α）i

　　　戯　　瓦蓋irO嚢熱量　K蒙竃烹撚y獄

　　　　　　　　　　　　　　　　A旛t灘畿
　丁篶鰻麟㈱鍵痴灘罫v鞠擁1臓轍一遡憾奪暴罵皇無曲綴三Q聡○鰍奪rw細餓麟麟醸矯串録灘磁一
蕪r総　影漁rt　“£蛋翌y（｝鐸○　夏〉罫奪£轍篤藁貰）fr《〉灘　翼（》v〈鷲灘熱蘇r　蹴）亙）馨c鷺£x嚢〉鷺r葦　隻96L

　As伽灘醐伽臓縫iO瀬i頭yi雛繍縦yO£鵜cksw㌶伽奪蹴雛，無照雛鵬慮臨騰縫糞愈撒繭一
鍛i嬢y繍蝋晦w蕪鍵鋤劉液（至i瞬1黛欝暴雛i蜘霧餓賦軸簸o撒裏・欝

　　　　　　　　要　　欝
昭和3蕪年度核原料物質調査計爾軽基づいて，昭和総

年難月憩／三！から葱ヵ月にわたつて，兵庫県灘部地域に

おいて融動車放射能探査を実施した。その結果この地域

に分布する花醐爆・閃緑岩類等の火成岩，および堆積岩

の放射能強度を明らか紅したが，特に六甲山地花1覇岩地

帯において著しく高強度の縫を示した所が認められた．

霊，緒　欝

昭和総年n月鐙蕪よりエヵ月間，兵庫県南部地域

にて酸働車放射能探査噺実施したのでこ嵐に報暫する。

調査員は筆騰らと疑i中信一琶）ほか，広島騒在員事務所

長河合正虎が地質担当とし、て調査の一部に参加した。な

お〉この調査の結果認められた異常地については，大阪

駐在員事務所の下坂康哉・宮村　学が地質調査を行なつ

た．

　こび）調査実施にあたつて，兵庫県総合開発謀から種府

協力を受けたことを感謝する、，

慧。位置および交通

本調査地域は兵庫県のほぼ爾半分を占め，面積は約

4，700k驚窯に及んでいる．本地域の西側は昭和鍛年中

井順二ら轍よつて実施された岡山県南部縢鋤車放射能探

査地域に接しズい愚。

本地域の交通は，阪神地方の一部とこれに隣接する地

域であるだけに交通は古くから開け，特に播磨平野地帯

は鉄道・道路とも轍四通八達している．

ぶ　物理深奮蕪

鉄遺のおもなものは，神戸から山陽本線が加古用・姫

路などの都市を結んで爾に通じてお弘南北に通じるも

の轍は加古川から福女舞山線の谷川にいたる加古川線，姫

路から福崎・生野を経て山陰線の和田山へ結ぶ播倶線が

ある．ま施，姫路を起点とする姫新線は竜野を経て岡出

県津山へ通じている．

灘，識彫おぶび識質

本調査地域の南部は広く播麟平野に覆われているが，

北部／こは三宝山（儀，鐙8m）峠遷名禽山（工，曝7m）・黒尾

1．Ll（薫，○鍛灘）などがあつて中照出脈の…蒲／を形成して

いる。憲た，神戸爺には六甲山・摩耶山を主峯とする六

甲山地が海岸に迫り景勝窪）地として有名であ養．

　河川絃いずれも1判熱、ll脈を水源として購流し，千種川

・揖保川・市川・加古川などが広大な播磨平野を潤して

いるp

　本地域の地質について，

図説明書を参考獄、て算その概略を述べる、，

　本地域内には古生騰・白璽紀後期…古第三紀に属する

生野・荷馬層群，中新世鈴神戸層群，鮮新一最新世の大

販腰群など広く分布しており，花醐岩類は六甲！、Li地，揖

保州上流その他数力勝に露出しているのが兇られる。

　（孟〉古生腰

　μ．“跨一福崎を結ぶほ津東西方剛こ山崎断贋があ鯵，こ

れに沿つて霞生層が広範囲に分布している，，岩質は砂岩

・粘板轡が主であるが福崎西方には勝凄にチャートを挾

んでい恐．また肇姫賂北方と竜野北西方にも僅か古生麟

の分布が見られる。

　（2）生野・有馬暦群

灘一（蕪わ



地質調査蕾懲報（第雑巻第難・野）

　鵜の麟群の岩質は大部分流紋轡およびその凝次繕で全

域靴わたつて非常に広く分布しでい翫一部安山岩とそ

の凝荻岩が山崎断瞬σ）北部／ζ東茜方向に分布してい翫慧

　（鋤　神芦麟群

　神芦麟群は神戸の北方から酉方にかけて広く分布し・

轡質は砂岩・泥轡・凝灰岩・礫轡が主であ翫

　繊　大阪膚群

　大阪麟群は播磨平野の大半を覆つて分布し，岩質緯砂

・粘土・礫・凝茨轡が大部分であ翫

　働　花翻岩類

　花闘鱗は六甲山地騨）大都分と，竜野北茜方，、ヒ郡爾方，

その他赤穂・姫路の周辺瓢露出している。豪た，石英閃

緑轡および闘緑岩類が山崎断轡の北部にかなり広く露出

している．

壌，鯛叢方法

本調査は，従来の調査方針紅基づいて，花闘繕類およ

びその周辺の堆糠岩に数点をおいて行なつたが，この地

域に分布している各岩石1こっいてもできるだけ多く測定

するよう灘憲した．

　調査／こ使用した暴械は，昭和綴年医理学研究所にて

作成したシyチレー一シ欝ン・カウγタで，性能／ま従来使

絹していた米国縫麟鵜t3鱒細社製のものとほ屑買ト

である．登総叙董は§謝×襲潔，賛慕甚（丁董）の峯書晶と嵐）雛榊

M惣漉鑓光電挙増倍管からできてお勉　ケ艸帥トメ齢峨

と電源部は分離されている．

　測定した放射能強度は付図に添す通りであるが，その

強痩の蓑わし方は次¢）よう紅分類し数字で喪わした。

①

⑨

③

④

毒一齢馨　麟慧

農1）黛愚鴫綴）　ガ

叙縫ザ》綴）｛》　が

鍵レ》i毒導1）ガ

⑤　置，む瓢鴛欝以上

響．鯛蓋織羅

前章で述べた調査方針で測驚した醐織は約遂，難ω螢薦

測線を延長すると約薫轟欝慧熱に達した．

　この調査で特紅敏射能強度の高い異常地として認めら

れたものは参六騨蜘地石楠花i鎖薯茜療勺葱．瞬く瓢靴あた恐

花闘岩の大きな露頭のあるところで約i，総｛鷺轡び）高い

億凌記録した．

　鑑の異常紅ついてはう後韓大阪駐荘員事務所の下坂廠

哉ボ欝村　学が現地を調査し，その結果によれば，異常

地の地質は職粒黒雲舞花醐岩と細粒黒嚢母花醐岩からな

り，放射能強度はツィリッヅス・騰轍タで最高葛倉辮凱

（懲然謙数総噸撚）を難した．憲瓢　この異常地と道

路をへだてた向側の露頭　（粗粒黒雲驚花醐岩）では鐙

堺捻の熱植赫した魁その他付連磁路儲捕花
禰潜地帯約銚灘聞は藤一灘離瓢程慶であった。

　なお，上記異常を紫した露頭の一部（細粒黒雲母花闘

岩）を試料として，地質調査所化学課阿部智彦が分斬し

た結果は，醜（〉誇．む礁％であつた。

　本調査地域に分布する花醐摺には広島型・領鎌型があ

るが葬いずれも難む轡》㌘む勧鐸程魔のものが多く申に捻

霧導編馨程度の値を添すところもあつた碁L崎断腰北部

紅広く分布する聡英閃緑嶽および閃緑岩類は大体勤奪一

難雛鐸であつた．

　この灘か，各腰群別紅大鋤して放射能強度を述べ翫

　（叢／齋生麟樵砂岩・粘板岩が主であるが，強魔は低く

岩質刷礎）差は檬とんど癒く墨静鱒む鞠押程度であつた。

　働　生野・霧馬膠群は広範囲に分布してお軌流紋岩

およびその凝灰轡からで懸ているものが最も多く・そぴ）

強魔は馨倉癖酎総叡轡程麓で中／篭は嚇導蹄＄○導鵜騨の渦い

値を紫すとζろもあつた．安山岩およびその凝茨岩から

できているものは誌○暮　曝む導餐憾程麓であつた。

　㈹　神芦贋群に属するものは一般に低く，岩質の劉な

く聯一㈱轡程度であつた．簿舗消晒か講花闘
総上に堆積した地麟があるので，できるだけ測線癒多く

したが高い値を紫すとごろは見当らなかつた・

　紛　大阪膚群に鶴するものはさらに低く大体齢鞠輝

内外であつた。

馨．継　　輪

今懸の調査結果を繁とめると次の通！）である。

（お　調査地域内の放射能強度を測定し，その分布状懇

を明らかにした。

働　放射能異常地とUて，六甲山地石楠花山茜南約

呈．導k雛頃）花闘燈露頭のところ靴乱ヵ所認められた。

⑧　花闘轡周辺の堆積岩中には異常らしいところは見

当らなかつ海

　　　　　　　　（昭廓編年鶯遡一捻鷲調糞）

蹴獄
蓬）　兵嘩県婁欝万分の蓋　兵庫県地質鉱産図及説明書，

　　　　　　鴛磁

認一一一（亙鎗）




